
     JFA キッズプログラム いわて ２０１５                (公社)岩手県サッカー協会 キッズ委員会 

     第１回 JFA公認キッズ（U-6）リーダー養成講習会 写真館 

 
日 時： 2015年4月11日（土） 9:30～12:45 

会 場： サンビレッジ紫波 

主   催： 公益財団法人日本サッカー協会 

主   管： 公益社団法人岩手県サッカー協会 

参 加 者： 13名 

講   師： 瀬谷圭太（JFA公認キッズリーダーインストラクター） 

        主   旨： こどもたちが、日常的に身体を動かすことを思う存分に楽しむことができるよう、サポートする 

 指導者(リーダー)を養成する。 

内   容： JFAキッズ（U-6）指導ガイドラインに沿った講義と実技 

        講義は、ガイダンス、U-6指導ガイドラインにそった講義 

        実技は、４つの系に分類（①おにごっこ②動き作り③ボールフィーリング④ゲーム） 

        ０アイスブレイク―握手トンネル、言うこと一緒やること逆、ビリビリばくだんゲーム 

全てのカリキュラム終了後に、認定式 

 

 

【講義の様子】 

 

  
 

 

【実技の様子】 

 

  
 

 



【実技の様子】 

 

  
 

 

 

【集合写真】 

      

 

 
 

 

 

 

 



    

＜受講者から寄せられた主な意見・感想＞ 

 
●講義では 

・自分自身のこれまでを反省することができた。 

  ・動画やスライドで大切なポイントをわかりやすく説明してもらえた。 

  ・これからもっと、子どもたちとのコミュニケーションを大事にしていきたいと思う。 

  ・子どもに対する接し方、個々の意思や個性を尊重して進めていくことが大事だとわかり参考になった。 

  ・スポーツを通じた人間形成。考えさせられました。 

  ・瀬谷さんのお話も楽しく、飽きることなく参加できた。 

 

 

 

●実技では 

・それぞれの子の能力に応じて、内容を上下する方法、全員が関われるゲーム等とても勉強になった。 

・サッカーをやったことがなかったので不安でしたが、楽しくいろいろなアイディアをもらいました。 

・息子を教える時のヒントを頂きました。 

 ・練習切替時の時間短縮を考えたコーン配置等、全員が参加できかつ時間も有意義にした内容がよかった。 

 ・新鮮な内容で、とても楽しく受講させてもらった。 

 

●その他感想意見 

・やはりこういう機会は大事だと感じた。 

  ・1人でも多くの子どもたちに、サッカーは楽しいスポーツ、続けたいと思うように関わりをしていきたい。 

  ・今までキッズフェスティバルのスタッフを何度かやったが、今までとは違う考え方で参加できた。 

  ・人づくりに携わることに、喜びを感じました。 

  ・自分の教えるチームでもキッズ指導をしていきたいので、今後もよろしくお願いします。 

  ・最初に自己紹介のタイムがあれば、もっとよかったかなと思いました。 

  ・レベル差の対応が参考になった。この考えを次の年代の指導者にも受け入れてもらいたい。 

  3人の子どもがいるが、走るだけではなく、神経系を鍛える遊びは無理なく一緒にできると思った。 

 

 

＜講師のコメント＞ 
 

 

スクールマスター 瀬谷圭太 

 

岩手のキッズのために、力を尽くしたいという思いを持った方々に受講していただきました。 

 講義では、「オープンマインド」で聞いてほしいと話しました。その結果、皆さんに、真剣なまなざしで

聞いていただきました。アセスメントでも好意的な意見をたくさん書いていただきました。 

 実技では、「上げ下げ」の実際を体感していただきながら、「皆さんならどうしますか？」の問いに丁寧

に答えていただきました。実際に、４つのカテゴリーである「動きつくり・鬼ごっこ・ボールフィーリン

グ・ゲーム」の上げ下げをやってみて、たくさんのことを感じていただきました。全力で参加していただ

きました！ 

 これからもキッズのイベントの際には、ぜひお力を貸していただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集：蝦名浩明（事務局） 


